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ECC作業部会（山路・秋山共同部会長、三井恒

夫会員ほか）の体制で調査研究を進めており、

これが今回のシンポジウムの企画の基礎となっ

ている。

２．石井吉徳会員の特別講演「エネルギーから

見た環境、食糧問題一有限地球観の視点」

世界遺産として僅かに残るレバノン杉の風景

を背景に、現代文明の
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（社）日本工学アカ

デミー（以下、ＥＡＪ）

のECC作業部会と(財）

エネルギー総合工学研

究所（以下、ＩＡＥ）月

例研究会の共催によ

り、２００３年２月２８１－｜

（金）の13時半から１７

時にかけ、学士会館に

おいて、「地球温暖化

と技術の役割」シンポ

ジウムが開かれた。Ｅ

ＥＣＣ作業部会主催「地球温暖化と技術の役割」シンポジウムの報告
- -1‐ロｌ■■■■■画

ECC'作業部会共同部会長秋山守／ﾙﾙWOR〔/A幻XＡ

山路敬三副会長

ジウムが開かれた。EAJからの57匁,にIAEの月

例研究会関係者90名を加えて、総計147名と、

会場の席数を相当に上|'｣|る多くの方々のご参加

を得て、予想を遥かに超える盛会となった。前

半は山田郁夫EAJ専務理事、後半は小川紀一郎

IAEエネルギー技術情報センター長の司会でそ

れぞれ進められ、閉会にあたっては稲葉裕俊

IAE専務理事から纏めの挨拶があった。以下に

は、当日のプログラムに沿って、本シンポジウ

ムの極概要をご報告申し上げる。

１．山路敬三副会長・ECC作業部会共同部会

長の挨拶

く気候変動抑制に向けて、工学技術に携わる

者は何を考え、そしてどのように行動を進めて

いるのか？＞この点につき、社会のステーク

ホルダーに対して適切に情報を伝え、併せて見

解を表明していくことが極めて重要である。こ

の見地からCAETSでは約2年前からメンバー国

の有志で意見交換が進められ、全てのエネルギ

ー源を広く視野に入れつつ、今後の研究作業に

向けた提案が行われた。これに沿ってEAJでは
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給率50％イニシアティブ(2030年対応)、原子

力ビジョン（2050年対応）なども併せて紹介さ

れた。

５．パネルデイスカツシヨン「地球温暖化と技

術の役割を考える」

秋'11，石井、松橋、赤井誠（(独）産業技

術総合研究所主任研究員)、黒沢厚志(IAE

）量脅研究員）

赤井氏から|玉|際的動向とわが'玉|の技術的取り

鰯 ｌｌＡＳＡ所長との懇談会

2003年２月２８Ｈ午前１０時半から学士会館に

て、｜｣1際応用システム分析研究所：IIASA（在

ウィーン）の所長ProfLeenHordiUk（リーン・

ホーデイック）をお迎えし、岡村細吾最高顧問、

Mlji雛潤一会長、秋山守ECC作業部会長ほか国際

委員会、環境フォーラム、ECC作業部会メンバ

ーなど関係会員総勢12名出席のもと、IIASA所

長招待の労を取られた渡辺千側教授（国際委員

会委員）の司会で、意義ある懇談のひとときを

持つことができた。

ProfLeenHordijk所長からIIASAの近況紹介、

トピックスとして「京都議定書と気候変動｣、

｢欧州の洪水と気候変動｣、「消費者の行動変化

と気候変動｣など最近の研究状況の紹介があり、

通訳なしでの活発な意見交換があった。

IjAjNIl>ＷＳＮ('､９１２００３．４２

組み状況、また特に温暖化ガスの隔離構想など

の紹介、次いで黒沢氏から統合評価モデルの紹

介と、適応策から緩和策への移行の重要性の指

摘があり、討論に入った。会場からのコメント

も含め､論点の整理や今後の展開への示唆など、

有益な成果が得られたと思う。

ご報告は概略以上であり、当日参加の皆様に

対し、またご尽力トーさった事務局の方々に、改

めて感謝申し上げる次第です。

専務理事山田郁夫

再■■画■■園回。
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アカデミーとしては数年ぶりに、ＩＩＡＳＡから

昨年8代Ｈの所長に就任された新所長をお迎え

し、簡単な昼食を共にしながら、内容の濃い

情報交換を通じて、さらに懇親を深めること

ができた。
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西達潤一会長(左)とLeenHordiil<氏(右）
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鯵 中部地区講演会「私の窒化物半導体研究」
ｌＵＩｌＩｌＰ１トロ１１・ロ’両『。

'+'部地区}脳''1事小林稀／71AkEsw/KojBAxAs"ノ

ガリウムの作成にも成

功した。このように、

1985年から１９９１年ま

での第三期は、窒化物

1皇導体の韮礎が椛築さ

れた時期といえよう。

１９９１年以降の第四期

には、多くの研究者に

よって窒化物､ド導体の

２月４日にメルパルク名古屋にて、赤崎勇名

城大学教授から標記のテーマで講演していただ

いた。赤崎教授は松下電器産業㈱で基礎研究を

した後、名古屋大学工学部教授となり、窒化物

半導体、特に高品質の窒化ガリウム単結晶の作

成とそれを利用した青色発光ダイオードの開発

者として知られている。

まず、窒化ガリウム単結晶の作成の歴史を振

り返って、四つの期間に分かれることを説明さ

れた。第一期は１９６９年から１９７４年までで、

1969年にMamskaらが最初の窒化ガリウム単結

晶をサファイア基盤上に気相エピタキシー法で

作成したことによって多くの注目を集め、

1974年まで指数関数的に論文数が増加した。

しかし、良質な窒化ガリウム単結晶の作成が困

難なために、1974年から1985年までの第二期

には論文数は徐々に減少した。赤崎教授は

1973年から窒化ガリウム単結晶の研究を開始

した。色々の方法を試みたがやはり良質な窒化

ガリウム単結晶の作成はできなかった。しかし、

1985年にバッファー層の低温成長法を開発し、

高品質の窒化ガリウム単結晶の作成に世界で初

めて成功した。さらに1989年にはMOVPE法に

よってマグネシウムをドーピングしたｐ型窒化

ロ〃
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研究がなされるように
赤 崎 勇 会 員

なり、論文数もまた指

数関数的に増加し、正業化もなされた。マスコ

ミ界ではⅡ亜化学㈱の中村氏(現カリフォルニ

ア大学教授）が有名であるが、赤崎教授は最初

の基礎の段階からｌＭｊまで一貫して研究してこ

られたわけであり、この点はもっと注Ｈされる

べきであろう。この講演は|ﾉﾘ幕物の芝居を見て

いるようで、窒化物半導体の研究の歴史が良く

理解できると同時に、研究者はどのような視点

で研究方針を立てるべきか、大変示唆に富んだ

講演内容であった。

なお、赤崎教授はI玉|有特許として権利を確保

されたお陰で、実施椎料の半額(年間約’億円）

が国からjiziIIf屋大学に交付されている。
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鯵 関西地区講演会「エネルギーをめぐる作法」

日本工学アカデミー関西講演会は３月７口

（金）の夕方、京都のザ・パレスサイドホテル

において行われた。講演は特定非営利活動法人

｢京都エネルギー・環境研究協会」代表の新宮

秀夫氏にお願いした。新宮先生は1996-1998

の2年間、京都大学エネルギー科学研究科の初

代の研究科長を務めておられ、当初の講演題|｜

は「明日のエネルギーと環境」と題するもので

あった。講演会は京都、大阪、名古屋方而から

の参加者を含め、１６名の出席者を得て始まっ

たが、テーマは「エネルギーをめぐる作法」で

あった。

新宮先生は京都大学に在職中から、学生に対

する講義において「幸福論」を講述されており、

その後、この講義録に基づいて同名の著書をｋ

梓されるなど、大学の内外においてユニークな

存在として知られていた。ご退職後も黄金律

(黄金分割ではない）と倫理について著すなど、

文筆活動においてもユニークな活動を続けてお

られたが、エネルギーを論じるに際しての作法

という言葉には戸惑った。

先生のお話を聞くうちに分かってきたのは、

ここに言う作法とは仏典である正法眼蔵の主要

なキーワードであって、意味するところは不染

燕Ｉ
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関西地区担当理､‘｣ｆ土岐
畳室
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汚（ふぜんわ）と言う

ことである｡すなわち、

仏法では汚さないこと

が作法であると言うの

である。何れの分野に

おいても基本理念とい

うのは確立されている

が、それを汚染しない

ことが、それぞれの道

での作法であると言う～ マ ン ｌ ｒ ｌ － ＝ 、 、 Ｌ " ､ ダ ー ロ 〃 ー １ ． － １ ノ

新宮秀夫氏
ことであろう。

これをエネルギーの分野に当てはめようと言

うのが新宮先生のお考えである。すなわち、エ

ネルギーの浪費によって我々の地球を汚さない

ことが、人間としての作法だと言うことであろ

う。人間が生涯に消費するエネルギーは、ひと

昔前とは比ぶべくもないが、際限もなくふくら

み続ける人間の物質的欲求を満たすために多大

のエネルギーが消斐されており、これは人間と

しての作法に適っていないというのである。講

演後のタ食会でも議論は環境論にも及び活発な

議論が行われ、参川特一同が大いに知的刺激を

受けた。最後に及川理事から御礼の言葉が述べ

られて散会となった。
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フォーラム：シリーズ１「日本の技術力の真価を問う」

広報委員会では、新たな試みとして、社会的

話題で工学に関連深い問題を積極的に取り上

げ、これを「紙上フォーラム」の形で、アカデ

ミー内部に投げかけ、会員の個人的意見や主張

を掲載することにしました。見識の高い会員間

の活発な意見交換の「場」に価値があるという

ことで、第１回は西嘩会長出席のもと広報委員

会にて自由討論した中から問題提起を山崎委員

０ １ １ 』 ０ １ 列 １ １ に 6 １ 画幅

が、そのディスカッションペーパーとして大島

委員長の意見を掲載し、それに対する皆様から

のご意見をいただき、順次掲載して参ります。

会員諸氏からの活発な投稿を歓迎いたします。

原稿は1200字以内で、郵便、ＦＡＸ、電子メー

ルにて事務局宛ご投稿ください。次回締切は４

月末日です。

Ｗ罰且函Ｅ』回国ＲｕＥ

未踏分野をひらいた 術の{暮位性を大切にする

かつて日本が圧倒的な技術の優位を誇ってい

た分野が、アジアの国との競争に敗れてマーケ

ットのリーダーシップを奪われてしまった例が

少なくありません。液晶やDRAMなどがそれに

当たります。そのように生産量では韓国などに

追い越されている産業分野で、韓国の産業技術

が我が国のレベルより上なのか、あるいは生産

規模はともかく技術開発力は依然優位にあるの

か、日本の技術力の真価が問われています。

これについて私見を述べますと、技術の優位

性を失いやすい体質を抱えていることが指摘で

きます。それは、技術の優位性を維持する戦略

の欠如だけでなく、未踏技術の開発が、その改

良やコストダウンほど評価されない日本企業の

文化が、優位性を確保することを困難にしてい

る様に思われてなりません。

液晶、半導体メモリーの様に、Ｈ本が技術を

開発して生産規模も世界最大であった分野で

は、世界一になるまでに積み重ねた技術成果、

ノウハウは大きく、それを獲得するまでの努力

や苦労、そして克服した失敗は並大抵のもので

はないにもかかわらず、短期的な利益に月を奪

われて､それを大切にしない文化があるために、

追いかける側の集中的な投資によって、トップ

の座が失われてしまいます。

新技術の開発段階で開発者が経験した苦労

は、未踏分野を切り開いて道のないところに道

を付ける努力です。この苦労や失敗を経験した

技術者や研究者は、自分の苦労を省みて、そう

山崎弘郎／ＨｊＲｏｘＡﾙzAsA腫

簡単に追いつけないと思い勝ちです。しかし、

すでに実現できることが実証された技術は到達

できる道があることがわかっているため、後進

は遥かに少ない労苦で追いつくことが出来ま

す。道があることを実証すること、道がないと

ころに最初に道を付けることが最も重要である

とここで主張したいと思います。

未踏技術に挑戦する研究者や技術者は現在試

みているやり方でゴールに到達できるかどうか

は未知であり、将来が未知のために試行錯誤の

苦労もするし失敗も経験します。ゴールへの道

筋が存在することがわかれば、大幅に努力を省

略して成果が得られるわけです。ところが、こ

の点が見落とされています。道のないところに

道を付けるという苦労は先駆者の宿命ですが、

その苦労がわが国では正しく理解されず、ある

いは得られた成果の価値が見落とされているた

めか、はじめて道を付けた先駆者の努力に対す

る評価が低く、その価値が十分に理解されませ

ん。それだけでなく改良やコストダウンの方が

実利に結びつきやすいために高く評価されるこ

とが少なくありません。

それに加えて液晶やメモリーの生産ではディ

ジタル技術を利用した自動化が進んでおり、そ

れが追いかける側に追い風になっています。生

産設備のハードウエアやソフトウエアの中に日

本が獲得した技術成果やノウハウなどがほとん

ど埋め込まれており、日本での生産を通じて完

成度が高められた設備を導入して生産すれば、

EAJNEWSNo､9１２００３．４５



技術開発の動機として、ニーズプルとシーズ

プッシュがあると一般に言われている。より便

利、より高性能、あるいは社会の変化に対応す

技術への挑戦のための原資が不足し、また産業

界の研究者や技術者の意欲が低下して追いつか

れたまま優位性を確保できない状態です。

この状態を打開するためには、未踏分野を切

り開いて道を付けた業績を、改良やコストダウ

ンなどの成果に比べて明確に区別し、一段と高

く評価する必要があります。その結果知的所有

権の対{11iも増加して、新たな未踏技術に挑戦す

るインセンテイブとなります。さらに、新たな

分野で優位性を確保し続ける技術戦略を経営者

や研究管理者に謙虚に学んでもらわなければな

りません。

たものが多く、表ｌが示すように、殆どが外l玉｜

からの技術導入によって始められている。この

表で技術導入による比率が100とある製品がそ

顎管碑能 について
癖画二Ｗ

大島美次／EｍｏＩｓＨＩＭＡ

製舶の技術レベルは設備でほとんど決定されて

しまいます。一方、生産設備メーカとしては、

設備開発に要した投資を回収するために完成度

が高まった設備を、それを必要とする客に売ら

なければなりません。

特許などの知的所有権で先行格差を守ろうと

しても、知的所有権の対価は安く、未踏分野を

切り開いた労苦や才能に見合う額ではありませ

ん。その原因は先駆者の労苦が適切に評価され

ていないためです。

その結果、技術供与や知的所有権の譲渡によ

って対価を’受けても、さらなる先行開発や未踏

るなどの新たな技術がニーズ

のロ標となる。シーズとは新

たな特徴をもたらすような現

象の発見など、マイクロリア

クターやカーボンナノチュー

ブあるいは酸化チタン系の光

触媒などのような新たな応用

分野の核になるような技術で

ある。何れにしろ、こうした

技術開発のプロセスは試行錯

誤の繰り返しであり、その経

‘験と知見の蓄積によって理論

的な裏付けが生まれ、更に新

技術開発の実力が育まれるこ

とになる。しかし、技術開発

の成果が一旦生産システムと

して実用化されると、技術開

発力には関係なく誰でもその

技術で生産に参入することが

できる。

昭和35年以降、我が国で

は石袖化学工業が急激な発展

を遂げるが、主要な製品は戦

争の空値|もあって、かなり早

い段階で既に外国で開発され

表１．石油化学発展当初における技術導入の状況(昭和39年３月現在）
（単位：能力t/v｢、比率％）

壷、
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品目

エチレン

ポリエチレン

エチレンオキサイド

エチレングリコール

スチレンモノマー

ポリスチレン

アセトアルデヒド

ブタノール

オクタノール

酢酸

プロピレン

ポリプロピレン

アルキルベンゼン

アクリロニトリル

プロピレンオキサイド

プロピレングリコール

ポリプロピレングリコール

イソプロパノール

フェノール

アセトン

Ｍ１ＢＫ

ブタジエン

SＢＲ

ベンゼン

トルエン

キシレン

全生産
能力

642,300

313,400

79,000

72,700

156,000

97,200

183,000

58,240

42,000

37,000

426,950

43,000

50,000

34,200

38,050

34,380

38,640

１０，０３０

69,000

３２，１００

１４，４００

88,500

136,440

89,550

104,350

75,550

樹樵入によるもの

能力

612,300

313,400

59,000

52,700

156,000

97,200

183,000

51,040

１８，０００

25,000

426,950

76,000

50,000

34,200

０
０
０

１０，０００

30,000

３２，１００

0

88,500

136,440

89,550

104,350

75,550

比率

０
０
７
２
０
０
０
８
３
８
０
０
０
０
０
０
０
０
３
０
０
０
０
０
０
０

０
０
６
７
０
０
０
８
４
６
０
０
０
０
０
４
０
０
０
０
０
０

うち合併によるもの

能力

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

91,40

60,00

84,20

30,00

13.20

比率

０
９
０
０
８
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
３
７
６
１



『

腰

れを示している。しかし、当時の我がI'皇lの化学

技術開発力は必ずしも表の数字が示すほど惨め

な状況ではなかったが、その頃の経営者は自社

の研究陣が開発した未成熟の技術より、ロイヤ

リティを払ってでも生産の実績のある外国技術

を選んだのである。導入後数年にして、ライセ

ンサーがライセンシーである日本企業の実績を

評価してノウハウを買いに来たという話があっ

た程、日本の技術の消化力は高いと言える。

ところで、当時の化学産業は、ｔ地を,確保し、

銀行から資金を調達し、'優秀な学卒の技術者を

採用して、技術導入を行えば、誰でもビジネス

に参加できる状態であった。その結果、砧どの

製品に１０社以上の企業がひしめく状況が生ま

れたのである。このことは、世の中の重心から

遠く離れることを嫌う日本企業の体質を如実に

表していると言うことができよう。極端に独創

的な研究は、出来ないと言うよりは、やらない

と言う冒険を嫌う性向があると思われる。

技術開発力として重要な要件に研究開発のマ

ネージメントの問題がある｡企業の研究所では、

実用化までもう一歩というところで口の目を見

ない研究が意外に多い。悪口を言うならば、養

鶏所に似て産む卵は暖めてもり降らない無精卵が

００２，２００３年度役員紹介

多いと嘆かれている。新規に計lllIiする研究が実

用的に意味があるのか、技術的観点からの実現

の可能性、投入すべき資金の額とその経済性な

ど、研究開発においては級密な計IilIi性が要求さ

れるが、税が|王|ではその訓練がまだ不充分なよ

うに思われる。これが「n本の研究態勢は応用

研究は得意でも、新技術の開発に弱い」と言わ

れる原Iklではないだろうか。

その,ｌｉｌｍ(で、宇宙開発プロジェクトを見る迄も

なく、アメリカのプロジェクトマネージメント

の実力は尚<評価されている。NationalScience

Foundationは多額の資金を大学を始め多くの研

究機関に配分しており、政策的なバイアス、イ

デオロギー的偏見、独善的といった批判もない

訳ではないが、その研究管理技術は、我が国の

科講研究費についての下手な鉄砲によるばらま

き方式とは雲泥の差がある。MITその他の大学

ではＭＯＴ(ManagementofTechnology）の講義が

行われており、技術開発においては単に研究に

関する知識と独創性あるいは実験の能力だけで

はなく、技術に関する多角的な評価管理能力が

必要であることを説いている。我が国の技術力

にとってのアキレス脳はこの辺にあるのではな

いだろうか。

＝国’１噸鍾唾｜-

広報委員会では、新たな試みとして、役員（副会長、理事、監事）の皆様のご紹介を兼ねて、会員

へのメッセージを「所感｣、「抱負」という形で掲載させて頂くことにいたしました。毎号5名程度の

ご紹介を予定しております。なお、掲載順序は、原稿到着順とさせて頂いております。

鋼
届ご国

一一＝Ｚー

■蚕■

｢ 会 員 増 強について」理事及川洪

（産業技術短期大学学長）

私は、平成'2年度から会員選考委員会の幹覗として（役職指定的に）理事会の一員を仰せ

つかっております。会員選考委員会は本来的には会則#強批,,グループ｡ではないのですが、

一会員としては、本会のより良い活動のためには現椛の2倍秘度まで会員を蛸やすことが望

ましいのであろうと考えています。ところで、あまり'111しの利かない立場で会貝勧誘をしよ

気になることがあります。本会がｲi1Iを“したか,，は全会,ｉに分かるように報+,ﾃされていますうとすると、かなり気になることがあります。本会が(ｉ１を“したか'’は全会山に分かるように報ｆｌﾃされています

が、本会で現在何が話題となり、会としてどのように動こうと“しているか,，という‘,静,iは、大多数の会員には

ほとんど届きません。普通の会員にとっては、今行われている議論に参加するすべは極めて限られています。進

行中のことがらについての情報が開示され､それに関心のある会貝が発言できるように環境が整えられていれば、

入会の勧誘はもう少し容易になるのではないでしょうか。

IWINlII>ＷＳＮ《'､９１２００３．４７



励摩執

｢新産業の創出に向けて知的財産戦略の検討の必要性」理事苗村憲司

（慶臓大学大学院政策・メディア研究科教授）

日本の産業構造を抜本的に改革する必要性が明白になっている。２０世紀後半の日本経済を

牽引してきたものが優れた大量生産技術を備えた製造業であったことに疑いはない。冷戦終

結後、多くの製造工場が中国を始めとする低賃金国に転出した結果、国内産業の付加価値が

本質的に低下してきたことがデフレ不況の本質であり、金融業や不動産業の業績悪化は結果

自信を失ったことにあると指摘され、良きにつけ、悪しきにつけ所業をなすために必要なエネルギーを失ったこ

とが背景にあったとされています。

また、別には早い興隆は早い衰亡につながるとも指摘されています。最近、研究成果の新規性に関し、評価す

る側の価値基準がされる側の当方と余りにも違っている局面に川会し、傍然とした経験をしています。評価する

側は覆面でこれができてしまうためか、権限の乱用に堕しているとも見えます。問題の指摘と是正には不要にし

て膨大なエネルギーを注入することになっています。展望が難しいとは言え、署りのない自信を持てる新しい時

代に向かって、職責の達成に努めさせて頂く所存です。何卒宜しくお願い巾し上げます。

『
約

としての症状に過ぎない。

211此紀の日本を担う新産業を創出することが必要であり、そのために産学官が協力して解決策を探り果敢に実

施していくことが要求される。

アカデミーとしても、この背景において知的財産戦略の重要性を認識し、知的財産基本法の内容を評価して抜

本的対策を検討することが必要である。研究成果の権利化と活用並びにそれを活眺|したベンチャービジネスの育

成について、技術と政策の両面から(DNDもその一環に位置づけて)検討し、新たな提言を積極的に公表してい

くべき時期ではないだろうか。

｢役員就任 にあたって」理事佐藤毒芳

（東京大学名誉教授）

ベルリンの壁が崩壊し、時代が転換期を実感して１０年余が経過します。転換期を実感した

時は、自他共にその強さを誇っていた時代から、変調を感じ始めた時とも一致します。渦の

中にいると渦全体が見えないためか、自らの位置付けを見極めることに腐心しているのが現

状かと思われます。塩野七生著、「ローマ人への２０の質問｜には、ローマの衰亡はローマが

ノベーションは材料のイノベーションからと言っても過言ではない。

近年この方面の進歩は著しく、成果を挙げつつあるが、一方で社会の変動も急速であり、特に環境、資源、エ

ネルギー、情報、防災、安全、医療あるいは教育等々の分野において{府|附的視野あるいは長期展望が強く求めら

れている。日本工学アカデミーには各分野の権威者が居られるので、このような論議を行うのに相応しく、政策

提言まで可能になれば、本組織の我が国における役割は極めて重要なものとなるであろう。微力ながら本工学ア

カデミーの発展に尽くしたいと考えている。

EAJNEwSN0.,12003.48

｢ナノテクノロジーと長期展望」理事井形直弘

（東京大学名誉教授）

このたび日本工学アカデミーの理事として選ばれた事に感謝致したい。私の分野は材料科

学、特に金属を中心とし、材料の原子論的研究に力を注いで来た。この流れはセラミックス、

半導体、高分子、バイオマテリアルにまで広がり、現在、原子、分子をベースとしたナノテ

クノロジーとして展開されている。材料はほとんど全ての産業とつながっており、産業のイ

謬曇?８
１」



北九州市立大学国際環境工学部教授

1971年早稲|H大学大学院卒。2001年、３()年間勤めた労働省産業安全研究所を

退職して現職。環境安全［学、環境メカトロ学を担当。最近安全・環境に関

する認証学の体系化に取り組むとともに体重軽減の状態で楽しくリハビリが

出来る福祉;機器を学生達と開発している。

新入､E会員のご紹介

第３分野

北達宏一

広報委員会では、より親しみのもてる紙間づくりを｜|指して、

新入'E会貝ごrl身から資料提供して頂いております。

(２００２年１１月入会者）

第１分野

河合素直 早稲田大学理工学部教授

早稲出大学第一理_l:学部機械~[学科卒業。広義回路論的視点にもとづく接続

系としての熱システム解析手法の確立、さらには熱システムの最適設計、力

学的挙動の解析と制御に関する研究に従事。lil時に、ニューマテイクスに関

する研究をも展開。1940年東京生まれ。

東北大学金属材料研究所長。教授

1975年東北人単大料塊|i,ﾘ:剛暇修ｒ、1990年東北大学金属材料研究所教授、

2000年Ilil所長。２()()lｲド文部科学省科学'向、アモルファス金属、準結晶、ナノ

結IHI、バルクガラス金１，吋などの非下衡物質の研究を行なっている。，947年姫

路市生まれ。

識
『
一一

割､夢渉

『‐ 杉本旭
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第５分野

井上明久

科学技術振興事業団専務理事

1943年長野県飯山市生まれ。東京大学l:学部、新領域創成科学研究科教授を

経て2002年科学技術振拠事業団専務理事。専門：超伝導材料、新磁気科学

(非磁性物質の磁場|､制御)、機能材料。

中島邦雄 東京工業大学大学院理工学研究科教授

昭和16年４月2711生まれ、火京都。昭和43年火T:大人学院博士課程(化学工学

専攻）111退。同年通陥少i就峨。平成11年|'州退職。（財）化学技術戦略推進機

構を経て平成12年から〕jljil職。１;な油助は、産業政策、産業技術政策等の政策

つくり、その実施。

『.、



鯵武田行松初代専務理事を偲んで

’１本工学アカデミー創立準備時代から初代会

長故小林宏治氏を陰に陽に支援して、アカデミ

ーの苦難の船出を何とか切り抜けるのに大きな

貢献をされた武lTI行松初代専務理事が、去る平

成14年12月７日に永眠されました。謹んでご冥

福をお祈り巾し上げます。

武111博士は、１９１１年に山形県でお生まれに

なり、７才で両親とともに大陸に渡られ、終戦

までの22年間の青春を過ごされました。工作

少年の才を発揮して多くの賞を受賞されるとと

もに、１７才で満鉄奨学資金財団第一凶給費生

として旅順工大に入学されました。２７才の時、

名著「解説無線工学」を出版され、２４年間で

14万部を売るという驚異的学術書となったこ

とは多くの人の記憶に残っていると思います。

33才で工学博士となり旅順工大教授になって

おられます。戦後は、逓信省電気試験所、電気

通信省電気通信研究所、電電公社通研を締て、

46才で請われてＨ本電気に入社され、半導体

工場長、基礎研究所長、技術管理部長、技術拠

当支配人、本社理事、常務理事を経て60才で

顧問になられておられます。この間、小林社長

１・ｌＩＩＩｏ１Ｉ・・１璽睡Ｉ

植之原道行／Ｍ/cz〃

の信任があつく、会社

改革の推進役を果たさ

れました。第二の人生

も、Ｃ＆Ｃ事業の創造

推進の前線で活躍さ

れ、米国ボストンを拠

点として多くのベンチ

ャー企業を育成されま，
した。帰国後は日本電｜

気技術研修所長、

ｙＵ幻ＵＥ/ＶＯﾉｯＡＲＡ

C&C振興財団初代専務理事、ｎ本］:学アカデ

ミー専務理事を4年間勤められ、８８才でやっと

退任されておられます。

私自身、武ｍさんには大変お1M:話になりまし

た。小林社長に命じられて、ニュージャージー

州の私宅までご足労いただき、半Ｈかけて私の

|~|本電気入社を説得していただきました。武、

さんの信頼できる性格と説得力が、私にベル研

を離れる決断をさせてくれました。恐らく多く

の人が同様の経験をされておられるものと思い

ます。武田さんの長年のご功績を偲び、謹んで

ご冥福をお祈りします。

社団法人日本工学アカデミー
第Ｓ回通常総会開催通知

会員各 位

社団法人日本工学アカデミー

2003年５月１３日（火）午後2時より、虎ノ|Ⅱlパストラル（東京都港区虎ノ門4-1-1）において、

下記議題により本会第６回通常総会を開惟致します。

尚、正式通知は別便にてお届け致します。

議題

ｌ）

２）

３）

2002年度事業報告及び決算報杵

2003年度事業計画及び予算

その他 以上

総会後、例年通り各委員会・作業部会報告、特別講演並びに懇親会を計画しております。

特別講演は､東亜大学通信制大学院教授堀野宏氏による「法学と工学一その共通性と異質

性一_|を予定しております。

EAJNI2WSNo､９１２００３．４１０

揮索、
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菅野昌義会員

日中科学技術交流協会会長

東京大学名誉教授

2003年１月2211逝去享年7８

去る１月28口大井バプテスト協会で菅野,'１，義

先生の告別式が行われた。先生は昭和31年入

信以来、一貫して同教会に尽くされ、キリス

ト者として、豊かな人生を歩まれた。父方の

曽祖父は明治時代にニコライ神父に直々の教

化を受けた方で、以来4代にわたる信若の家系

である。

母方の曾祖母は、萩の毛利家祐筆をなされ

た方で、その血をひいて先生もまた古文宵を

解し、書を能くされた。東大冶金学科の学生

時代の夏休みに、江川太郎左衛門の「反射炉

御用留」の中から技術関連部分を抽出する研

究をされ、この資料を基に小川芳樹先生の.||；

山反射炉に関する論文が生まれた。

卒業後は東芝に勤務されたが、小川先生の

薦めで、原子力工学科創設に参加され、lfl学

科の育成に貢献された。東大定年後は長岡技

術科学大学にあって第３代学長を勤められ、そ

の後日中科学技術交流協会第３代会長として日

中友好に尽力されておられた。少し早いご逝

去が惜しまれる。今は只、御冥禍を祈るのみ

である。（蛸子＃,|:）

一一ザ田 真 藤 恒 会 員

石川島播磨重工業㈱元社長

Ｆ１本電信電話㈱初代社長

2003年１月26日逝去享年9２

真藤さんはアイディアの豊富な人だった。

専門の船ではそれまでの常識を破ったズング

リムックリ型のタンカーを考え出したり、従

来の貨物船が一隻ごとにオーナーと仕様を決

めるオーダーメイドであったのを、あらかじ

め造船所が主要スペックを決めてカタログ販

允する標準船をlMrに送り出した。

経営者としては、アレをやれ．レはやめろ

と命令する上位下達、よく言えばトップダウ

ンのモーレツ型だった。当時のIHIは合併に次

ぐ合併で大きくなり寄り合い所帯だったから、

強烈な佃性で強引に引っ張って行くことも必

要だった。

私は真藤さんが社長になった昭和47年から

退任された54年まで取締役．常務．副社長と

して'||言えたが、大変しごかれたものである。

しかし、高度成長が終わり世の中が複雑に

なってくると「わが道を行く」だけでは済ま

なくなり、「それぞれの得意分野を活かしなが

ら外の会社とも・緒にやって行こう」という

私の言葉に上｢を傾けるようになった。電電公

社の民'瀞化にも手腕を発揮されたが、ひとこ

とで荷えば「乱世の経営者」と呼ぶのが相応

しい（稲葉興作）

ＥＭＮＥＷＳＮｏ,9１２００３．４１１



小柴二俊博士講演会(共催）

３月ｌ３Ｉ１午後2時から国際文化会館講堂で、

(社）日瑞基金の企而のもと、（社)科学技術

と経済の会と当アカデミー3団体共催で、ノ

ーベル賞を受賞された小柴昌俊教授の講演

会が開催された。９０名を越す多数の方の出

席のもと、小柴先生の数多くの「人生の出

会い」を感銘深く伺うことができました。

その後の茶話会でも小柴先生を囲んでの歓

談が続きました。

九州。近隣地区講演会

Ｈ時：５月６Ｈ（火）１７：００－２０：００

会場：福岡リーセントホテル

講師：九州Ｔ業大学教授西道弘氏

演題：「初等理科学教育を考える－環境エ

ネルギー分野の出前授業を通して’

第２回産学官連携推進会議(後援）

会期：2003年６月７日（土)、８日（日）

会場：国立京都国際会館

主催：内閣府、１１本経済団体連合会、

Ｈ本学術会議

平成15年度工学教育連合講演会(協賛）

｢本格化した技術者教育認定制度」

｢1時：2003年６月l4F1（土）

９：３０－１８：００

会場：早稲H胃|大学大隈講堂

会費：主共催学協会会員：3,000円

非会員：5,000円

※当日支払い不可

主催：（社）日本工学教育協会

URL：http://wwwsoc・nii.ac､jp/Iisee／

EAJNEWSN(》､９１２０()3．４１２

平成15年度工学｡工業教育研究講演会(協賛）

会期：2003年９月４日（木）、５日（金）

会場：北海道大学工学研究科・工学部

主催：（社）’1本工学教育協会

URL：http:"ｗｗｗｓｏｃ､nii・acjp/isee／

第８回ｌＵＭＲＳ先進材料国際会議(協賛）

会期：2003年lＯｊｊ８１１（水）～１３日（月）

会場：パシフイコ枇浜

主催：｜|本ＭＲＳ

URL：hltp://ｗｗｗ・mrs-j・org/ICAM2003／

■【■１▲ﾛ樫_‐１１聖ロヮュ『１■１ＵェＪ丑翠ロェン宮１四Ｊｑ１･１凸▲ﾛﾛﾕ１且!▲』

鰻社団法人～日本工学アカデミー広報委員会
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